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研究成果の概要（和文）： 

DCT（Discrete Cosine Transform, 離散コサイン変換）は、画像圧縮を中心に、信号の変換
法として種々の分野で利用されている。本研究では、フーリエ変換の位相項と DCT 係数の正負
符号の類似性に着目している。従来フーリエ変換に位相項を用いて行われた画像マッチングを、
DCT 係数の正負符号を用いて行う新しい方法を提案し、その有効性の確認・評価、拡張、実行
方法の考察を行った。具体的成果は、次の通りである。(a)位相情報と DCT係数との理論的関係
の導出、(b)DCT 係数の正負符号を用いた新しい相関法の提案、(c)その画像のサブピクセル精
度の画像マッチングへの応用、(d)位相スクランブルとセキュリティを考慮した画像マッチング
への拡張、(e)マッチング法の高速化の検討、である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
DCT (Discrete Cosine Transform, Discrete Cosine Transform), especially in image 

compression, has been used in various fields as a method of signal conversion. In this 
study, we focused on similarities between the signs of DCT coefficients and the phases 
of Fourier transform. The conventional image matching is performed using phases of Fourier 
transform, a new method of using signs of DCT coefficients is proposed. The effectiveness 
is confirmed and evaluated, and the extension and performance are considered. Concrete 
results are as follows. (a) Derivation of the theoretical relationship of DCT coefficients 
and phase information, (b) Proposal of a new correlation by using the signs of DCT 
coefficients, (c) Application to Image Matching of sub-pixel accuracy, (d) Extension to 
image matching considering the security and phase scrambling, (e) Investigation of 
speeding up image matching. 
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１．研究開始当初の背景 
DCT（Discrete Cosine Transform, 離散コ

サイン変換）は、画像圧縮を中心に、信号の
変換法として種々の分野で利用されている。
フーリエ変換が一般に複素数の変換値を与
えるのに対して、DCT 係数は実数値になる。
本研究の着眼点は、フーリエ変換の位相項と
DCT係数の正負符号の類似性の発見にある。 
 また位相情報が画像マッチングにおいて
極めて有効であることが、最近の研究から明
らかになりつつある。したがって、DCT 係数
の正負符号と位相項の関係を通して、圧縮さ
れた情報から容易に抽出でき、かつ２値（１
ビット）で表現可能な DCT係数の正負符号が、
位相情報として活用され、画像マッチングや
画像圧縮に代表される多くの分野に新しい
視点と可能性を与えることが期待される。 
 
２．研究の目的 
 本研究の第一の目的は、フーリエ変換によ
り表現される信号の位相項と DCT係数の正負
符号の関係を理論的に導出することにある。
次にその結果を踏まえ、DCT 係数の正負符号
が持つ位相に関する情報の特徴を考察し、複
数の画像間の相対的関係を表す尺度として
DCT 符号相関という新しい相関を提案し、さ
らにその有効性の確認と相関計算の高速化
を考察することを目的にする。 
 
３．研究の方法 
研究手法は、理論的考察とコンピュータに

よるシミュレーション実験・検証が中心であ
る。さらにその成果を国内外の学会に発表し、
専門家の評価を受ける。最後に多くの専門家
の意見を反映させ、ジャーナル論文として投
稿する、という手順を予定している。具体的
な研究テーマの詳細は、以下のように要約さ
れる。 

(a) 基礎データの収集 
(b) 位相情報と DCT 係数との理論的関

係の導出 
(c) 画像のサブピクセル精度の画像マッ

チングへの応用 
(d) 位相スクランブルとセキュリティを

考慮した画像マッチング 
(e) マッチングの高速化の検討 

 
 
４．研究成果 
各テーマに対して得られた成果は、以下の

通りでる。 
(a) DCT 係数の正負符号とフーリエ変換

野の位相項の関係を理論的に考察し、
従来のフーリエ変換に位相項に基づ
き実行されてきた画像マッチングを、
DCT 係数の正負符号によって実行可

能とする理論的基礎を得た。 
(b) (a)の理論を拡張することによって、

２枚の画像間の相対的幾何変換量を
サブピクセル精度で推定する方法を
提案した。これは、新しいフィッテ
ィング関数の提案によるものである。 

(c) 画像の位相特性と視認性との関係に
着眼して、画像を位相スクランブル
処理し、視覚的に認識不可能にした
画像に対してマッチングを行うとい
う方法を提案した。これは、個人情
報保護やメディアセキュリティ分野
で重要な役割を果たすことが期待さ
れる。 

(d) 相関計算法やブロックマッチング法
は一般に計算量が多く、かつ繰り返
し実行されることが多い。本研究で
は、高速フーリエ変換アルゴリズム
を利用した、それらの高速計算法を
提案し、その有効性を評価した。 
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